
No 都道府県 市町村 タイトル 施策

1 滋賀県 彦根市 よみがえった彦根城のお堀 汚水処理普及

2 兵庫県 明石市
「海・食・時」のまちに 更なる魅力を創造し
賑わいあふれるまちづくりを下水道が支える！

浸水対策
改築更新

3 大阪府 堺市
全国初！
下水再生水の官民連携による複合利用でCO2削減と魅力ある都市空間を創出!!

資源利用

4 山口県
宇部・阿知須
公共下水道組合

下水道が医療と介護の福祉都市形成に貢献！ 汚水処理普及

5 愛媛県 大洲市 自然を活かし 地域を育む 下水道 汚水処理普及

6 高知県 循環型社会形成と地産地消を支援する下水道事業 資源利用

7 佐賀県 吉野ヶ里町 汚水処理システムを再構築し企業進出を促進！ 汚水処理普及

8 宮崎県 日向市 マリン・レジャーを見えないところでささえる下水道 汚水処理普及

9 鹿児島県 南さつま市 浸水対策で加世田市街地の「水害ゼロ」を目指す！ 浸水対策

10 沖縄県 北中城村 地域住民・企業も待望の下水道 汚水処理普及

今後期待される下水道事業のストック効果事例＜近畿／中国／四国／九州／沖縄＞



よみがえった彦根城のお堀

○生活排水や工業排水等により市内河川の水質が悪化したため、下水道の普及を推進。
○市内各河川や彦根城外堀の水質が改善され、彦根城は観光資産として再発見。観光客の増加と新た
な観光サービスの創出に期待。

滋賀県彦根市

水質改善の効果
水質の悪化により藻の繁殖が著しい

下水道普及率と水質改善状況

彦根城の内堀をめぐる観光屋形船の運行を開始
（平成19年度より）

野瀬川 平田川 旧港湾

彦根城
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｢海・食・時」のまちに 更なる魅力を創造し
賑わいあふれるまちづくりを下水道が支える！
○明石駅周辺では、国道２号などで浸水被害が多発し、交通障害が度々発生。
○再開発事業に併せて浸水対策を行うことによる浸水被害の軽減。
○老朽管のリニューアルによる安全・安心の確保などにより、中心市街地の賑わい創出に貢献。

兵庫県明石市

ＪＲ明石駅

明石港

再開発エリア

再開発ビル
（イメージ）

魚の棚商店街

H24.７.20 国道２号冠水

H26.８.10 国道２号冠水

ほんまち三白館

明石海峡航路新高速船

魚の棚商店街

H25.９.４ 国道２号冠水

明石市下水道100周年記念
デザインマンホール蓋

●Before ●After

中崎せせらぎ水路の整備【実施済】

浸水対策工事【継続】
（雨水管の整備）

雨水管整備予定箇所
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都市福利施設利用者数

歩行者・自転車通行量

駅至近にある都市福利施設の年間利用者数

国道２号南側地点における休日平日平均通行量

ＵＰ

ＵＰ

※明石市中心市街地活性化基本計画より

老朽管のリニューアル【継続】

山陽明石駅

２

２
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3

堺市上下水道局
マスコットキャラクター
「すいちゃん」

せせらぎ水路写真

事業概要と事業効果 下水熱利用の仕組み

給湯熱源

下水再生水三宝下水
処理場

空調熱源

二次利用

熱利用

下水再生水を、給湯熱源と空調熱源で利用後、水源として利用。

●送水規模：日量約1,500㎡

●送水管の延長：約2.3km

●平成28年3月

イオンモール堺鉄砲町開業

事業概要

事業効果●下水熱を地域で利用している
事例は全国で約10件程度

●本事業は、開発当初より官民が
(堺市、イオンモール、関西電力)
連携して、下水再生水の効率的
な利用方法について検討。
今回、以下の2点において、
全国初の取組みとなるシステム
を構築した。

①1つの施設内で、下水再生水を
給湯と空調の熱源として利用

②下水再生水を熱源として利用後
水源として複合利用

●イオンモールとしては、下水再生水を熱源

として利用することで、年間で3.5％の省

エネルギー効果と7.5トンのCO2削減効果

を見込んでいる。

●堺市としては、イオンモール施設内で熱利

用後の下水再生水を内川緑地内のせせらぎ

水路に送水することで、せせらぎ水路の安

定的な水量・水質の確保が可能となる。

これにより、せせらぎ水路の流れ感の創出

や水辺環境の改善に繋がり、より市民の皆

さまに親しんでいただける空間にもなる。

【熱利用】
・夏期：給湯熱源で利用後、
空調熱源で利用。

・冬期：外気予熱で利用後、
給湯熱源で利用。

・上記以外：給湯熱源で利用。

全国初の
取組み！

イオンモール
堺鉄砲町

外気予熱

イオンモール
堺鉄砲町

冬期

通期

夏期

通期
【二次利用】
・膜処理装置で浄化後、トイ
レ洗浄水、せせらぎの水源
としても利用。内川緑地内

せせらぎ水路

水源利用
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ハッチング部分が
エネルギー利用の
できる部分

冬期：下水水温＞気温

夏期：下水水温＜気温

給湯ヒートポンプの熱源水に有効
外気予熱に有効

空調用熱源水として有効

下水再生水の官民連携による複合利用でCO2削減と魅力ある都市空間を創出!!
全国初！

大阪府堺市

○三宝下水処理場で高度処理した下水再生水を鉄砲町地区に送水し、イオンモール堺鉄砲町で、再生
水の持つ熱エネルギーを給湯熱源、空調熱源等として利用。

○熱利用後の下水再生水は、内川緑地内のせせらぎ水路の水源として利用することで、せせらぎ水路の
安定的な水量・水質の確保が可能。



下水道が医療と介護の福祉都市形成に貢献！

○下水道の整備により、使用水量の大きな既存の大型医療・介護施設の拡充や新たな施設の導入が促
進され、医療・介護が充実した福祉都市の形成に貢献。

○下水道未整備地区においても医療施設の改築計画があり、下水道の整備が急務。
○宇部市・山口市が医療・介護に余力のある地域４１地方都市として公表（日本創生会議 H27.6)。
○今後も福祉都市形成に貢献することにより、大都市から高齢者の移住が促進されるなど、当該地域の
人口増加に期待。

①白松苑①白松苑

⑧河村福祉ｻｰﾋﾞｽ⑧河村福祉ｻｰﾋﾞｽ

③阿知須同仁病院③阿知須同仁病院

②阿知須共立病院：移転新築

④ﾆｭｰﾗｲﾌあじす④ﾆｭｰﾗｲﾌあじす

⑤ｹｱﾀｳﾝ日の山⑤ｹｱﾀｳﾝ日の山

⑥のぞみ苑⑥のぞみ苑

⑦日の山園⑦日の山園
⑨国立病院機構山口宇部医療ｾﾝﾀｰ：移転新築

⑩こころの医療ｾﾝﾀｰ⑩こころの医療ｾﾝﾀｰ

⑪ｼｰｻｲﾄﾞ病院⑪ｼｰｻｲﾄﾞ病院

⑫宇部興産中央病院⑫宇部興産中央病院

未整備施設未整備施設

整備済施設整備済施設
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部市分）
医療施設数

（人）（人） （施設）（施設）

人口の推移はほぼ横ばい

旧病棟を
介護施設として利用

下水道整備済地区に
移転新築した

民間大型医療施設

※新築移転前後の写真の向きが異なるため、
同場所を同色で囲んだ

平成2年頃の施設状況

平成20年汚水管渠整備後、
平成24年新病棟竣工

大型医療・介護施設(使用水量1,000㎥以上)下水道整備状況大型医療・介護施設(使用水量1,000㎥以上)下水道整備状況 宇部・阿知須組合における行政人口と施設整備の推移宇部・阿知須組合における行政人口と施設整備の推移

宇部市全体での行政人口
が減少している中、宇部・阿
知須地域の行政人口はほぼ
横ばいを維持している。
今後、既に救急指定総合
病院の改築予定があり、下
水道の整備により既存の大
型医療・介護施設の拡充や
新たな施設の導入が促進さ
れ、雇用増加も期待できる。
また、福祉都市の形成によ
り、大都市から高齢者の移
住が促進され、人口増も期
待できる。

宇部市全体での行政人口
が減少している中、宇部・阿
知須地域の行政人口はほぼ
横ばいを維持している。
今後、既に救急指定総合
病院の改築予定があり、下
水道の整備により既存の大
型医療・介護施設の拡充や
新たな施設の導入が促進さ
れ、雇用増加も期待できる。
また、福祉都市の形成によ
り、大都市から高齢者の移
住が促進され、人口増も期
待できる。

阿知須浄化ｾﾝﾀｰ

宇部市
宇部・阿知須
組合

H13 178,767 27,542

H26 169,821 27,247

減少率 5.0% 1.1%

下水道管渠整備後に新たに開業された
医療・介護併設施設

行政人口減少率 （人）

山口県宇部・阿知須公共下水道組合
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自然を活かし 地域を育む 下水道 愛媛県大洲市

おはなはん通り

まちの駅「あさもや」

大洲城

年間２５万人～３０万人の観
光客が来訪！

供用開始区域（H26年度末）

整備推進区域

公共下水道整備により、小河川の水質が向上。
錦鯉が、観光客の目を楽しませている。

下水道の整備推進に
より、生活・水環境の
向上のみならず、観光
資源を活かした地域
活性化に寄与

(人) (％)

観光鵜飼

下水道整備率と観光者数の推移

観光拠点となる大洲駅周辺の都市
再生整備事業と一体となって、
地域の再開発を推進。
訪問客の受け入れ強化にも貢献。

下水道整備と平行し、大型店舗等の進出による
都市化が進行中。
地元雇用増大も期待される。

○平成２６年度末の汚水処理人口普及率は５０．１％。普及率の向上を目指し汚水管渠整備を推進。
○都市再生整備事業と連携し商店街を中心に下水道整備を実施中であり、清流肱川と歴史景観資源を
活かした誘客機能の強化、地域活性化に寄与。
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循環型社会形成と地産地消を支援する下水道事業

○汚泥の消化施設を整備することで、発生汚泥量を削減。
○消化により発生したバイオガスからエネルギーを創出。
○汚泥由来の肥料を活用し、農作物・農産品の生産に寄与。

汚水処理 消化 場外搬出

効果③：新たな地場産業の創出
:循環型社会の創出

農業者の声：甘くやさしい味になりました

発電事業

効果②：FITによる民間活力の導入
:消化ガスによる発電事業

農業者の声：日持ちが良くなった

小学校と農業体験

汚泥由来の肥料

堆肥化

現行

消化
導入

効果①：年間約8,000ｔの汚泥削減

8.6t/日

（86％)

1.4t/日

（14％）

固形物量
10t-ｄｓ/日

1.4t/日

（24.6％）

4.3t/日

（75.4％)

固形物量
5.7t-ｄｓ/日

無機分

消化汚泥消化槽投入汚泥

50％分解

無機分

有機分

有機分

8,000ｔ8,000ｔ

高知県

１日で発生する
消化ガス

5,500Nm3
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汚水処理システムを再構築し企業進出を促進！

○吉野ヶ里町の一部工業団地（三津、東脊振東部）は、下水道を使えないため各企業で汚水を処理。
○農業集落排水の改築にあわせ、地域全体の汚水処理を段階的に下水道へ一元化する予定。
○下水道に接続可能なエリアが拡大し、工業団地の既存企業の汚水処理負担を軽減。
○さらに、新たな工業団地に対する魅力が向上し、企業進出による地域経済の活性化や地元住民の雇
用の増大などの波及効果を期待。

佐賀県吉野ヶ里町

新たな工業団地の整備

既存工業団地近郊に、工業団地の増設が期待される。

多業種の企業の進出、地元雇用に繋がる。

3,004 

4,437 

6,227 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000

H26年度 統廃合後 工場接続

(m3/日 日平均)

汚水流入量の増加

0

5

10

15

20

H26 計画

下水道接続可能となる工場等

6社

16社

地元従業員の増加想定

0
20
40
60
80

100
120
140

H27 計画

60人

120人

既存工業団地の下水道区域追加

既存工業団地を下水道処理できる環境に整備する。

製品の増産、水質保全に繋がる。

【完成予想図】

【 既に接続されている工場 】（佐賀東部中核工業団地など）
「製造過程で使用する水量が大量となるため、公共下水道に排水できて大変助かっている。」

【 進出を検討されている工場 】（三津工業団地、東脊振東部工業団地など）
「工場の進出は、下水道が整備されている事が条件！！」

企業の声
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「さざれ石群」

日向岬・馬ヶ背

JR
日
豊
本
線

R
1
0

東
九
州
自
動
車
道

日
向
市
駅

ｻﾝﾄﾞｰﾑ日向 野球場

多目的広場 ﾃﾆｽｺｰﾄ

願いが叶うｸﾙｽの海

日向岬ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ

全体計画区域
A=1,381ha

処理区域
A=810ha

「日本の渚・百選」「白砂青松百選」「ｳﾐｶﾞﾒ産卵地帯」

大御神社 「日本の快水浴場百選」

「白砂青松百選」

伊勢ヶ浜海水浴場

塩見川BOD 処理人口普及率

（％）

BOD環境基準

2㎎/L

（㎎/L）

お倉ヶ浜海水浴場ｻｰﾌｨﾝ場

（千人）

お倉ヶ浜総合公園

海水浴 ウミガメ

日向岬展望台

馬ヶ背の断崖絶壁

日向市浄化センター

サーフィン

マリン・レジャーを見えないところでささえる下水道 宮崎県日向市

○下水道普及率が未だ55.2％であるため、更なる普及促進による環境保全への要望あり。
○未普及地域の早期解消による水質や生活環境の改善が図られる。
○下水道施設を適正に維持することにより、日向市のマリーン・レジャー観光客の増加に寄与。
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浸水対策で加世田市街地の「水害ゼロ」を目指す！

○加世田市街地は昭和46年及び平成5年に甚大な浸水被害が発生、また異常降雨のたびに主要幹線
道路及び一部家屋が浸水。

○「水害に強く、安心して暮らせるまち 加世田」を目指すべく、平成２４年度に都市下水路事業に着手
し、平成３２年度に完成予定。

○ポンプ場２基の完成により、市街地内の浸水被害は軽減され、人口増加、商業施設の進出に貢献。
○さらに、今後の事業効果を見据えて，未解消区域にも商業施設の進出。事業全体の完了後の市街地
発展に一層の期待。

鹿児島県南さつま市

浸水被害の減少

H27.3
5,300人

加世田市街地の人口推移状況

H12.3
5,135人

H19.3
5,199人

都市下水路事業土地区画整理事業

加世田市街地における商業施設進出状況

ファストフードチェーン ２店舗

ビジネスホテル
１店舗

総合衣料品販売店 １店舗

加世田市街地の発展状況

コンビニエンスストア
４店舗

平成５年９月

【市街地中心部の浸水状況】

平成５年９月

【人家密集地区の浸水状況】

F

24

衣料

Ｈ

浸水被害区域

永田ポンプ場

市役所裏ポンプ場

都市下水路事業 整備計画

ポンプ場名 施設概要

竹田神社ポンプ場 ポンプ施設整備済

Ｐ

Ｐ

Ｐ ポンプ施設整備中

事業計画範囲

地頭所ポンプ場
ゲートポンプ １基
調 整 池 １池

市役所裏ポンプ場
ゲートポンプ １基
調 整 池 １池

竹田神社ポンプ場
ゲートポンプ １基
調 整 池 １池

永田ポンプ場
ゲートポンプ １基
調 整 池 １池

集水面積196ha

Ｐ

地頭所ポンプ場

南さつま市役所

Ｐ

浸水解消エリア

浸水未解消エリア

Ｐ

F

F

事業実施前 H27時点 事業完了後
浸水家屋戸数（最大） 240戸 130戸 0戸
浸水高さ（最大） 1.1ｍ 0.5ｍ 0.2ｍ
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地域住民・企業も待望の下水道

○交通インフラの整備等、企業立地（大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ・総合医療施設）及び地域住民環境を整備中。
○H25年度より下水道を整備し、立地企業の汚水処理に係る負担を低減し、企業は大量な汚水を排水
することが可能に。

○企業進出により、地域経済の活性化や人口の増大などが期待される。

沖縄県北中城村

総合医療施設

大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ

進捗状況 H27年5月度

沖縄環状線

屋宜原地区

島袋側交差点

ライカム交差点

イオンモール整備済

総合医療施設整備済

住宅地区
H28整備予定

商業・住宅地区
H28整備予定

住宅地区整備済

北中城村では、米軍のｺﾞﾙﾌ場跡地計画として平成25年度から平成31年度の完
成に向けて、土地区画整理事業と併せて下水道整備を行い企業誘致及び住環
境の整備、人口増加等、経済や社会の発展に寄与している。

【公共下水道について】
公共下水道は浄化槽とで比較した結果、進出企業の初期負担が少ないことと、
水質保全、地元意向等を総合的に判断し、公共下水道にて整備する事とした。

・平成27年5月に大型ショッ
ピングモールが開業したた
め、大幅な汚水量（m3）の増
加がみられる。

・平成28年度には総合医療
施設も開院する予定である
ことから今後も汚水量(m3)
の増加が見込まれる。
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汚水量（m3/日)

大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 病院 商業 住宅

H25 H26 H27 H28 H29 H30

2,474 2,581 3,313 3,998 4,176 4,378
m3/日

※H27以降は、計画汚水量

大型ショッピングモール
開業

病院開業
（見込み）

他地区の汚水
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